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泌尿器科の外来診療あるいは入院診療を受けられた患者さんへ

「回腸導管造設術の周術期成績に関する多機関共同研究」
への協力のお願い

泌尿器科では、過去に下記のような診療を受けた患者さんの試料・情報を用いた研究を行いま

す。皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

研究の対象：2018 年４月 1 日～2021 年１２月 31 日の間に、当科において、膀胱がんに対してロ
ボット支援下根治的膀胱全摘除術および回腸導管造設術を受けられた 20 歳以上の方　　
研究期間：２０２３ 年 ４ 月 １３ 日～202 5年 12 月 31 日
研究目的・方法 : 
2018 年に保険収載されて以来、  ロボット支援下根治的膀胱全摘除術 (Robotic assisted Radical 
Cystectomy: RARC) の手術件数は増加しています。  膀胱全摘除術を行う際、尿路変向の併施は必須です。  回
腸導管造設術は、  15 ㎝ほど切離した遊離回腸に尿管を吻合し、導管端を体外に導出固定する尿路変向方法で、
尿路変向の中でも最もよく行われる術式ですが、  ロボット支援下膀胱全摘除術が導入されてから、  全国的には
以下の 3 つの術式が行われています。  すなわち、  ①開腹手術と同様に体外に回腸を導出し、  体外で腸管切離、
尿管―回腸導管吻合を行う体腔外尿路変向法（Extracorporeal Urinary Diversion: ECUD ）。  ②開腹手術と
同様に体外に回腸を導出し、体外で腸管を切離するが、  回腸―尿管吻合は体腔内でロボット支援下に行う体腔
内外併用回腸導管造設術(HYBRID 法)。  ③回腸の切離および尿管―回腸導管吻合をすべて体腔内で行う体
腔内尿路変向法(Intracorporeal Urinary Diversion: ICUD) の 3 つです。  これらの術式は施設ごとに同時
期に行われることは無いため、  3 つの術式の周術期成績を直接比較した報告はこれまでになく、いずれの術式を
どのような患者さんに行うのが望ましいのかは明らかになっていません。本研究では、  岐阜大学医学部附属病院
泌尿器科および共同研究機関で膀胱がんに対してロボット支援下根治的膀胱全摘除術および回腸導管造設術
を受けられた患者さんを対象に、  上記 3 つの術式の周術期成績を比較検討することで、各術式の安全性、  有用
性、問題点を明らかにし、術式改善に繋げることを目的としています  。
研究に用いる試料・情報の種類：
　患者背景：年齢、性別
　一般身体所見：身長、体重、ECOG- PS、ASA
臨床病期、術前および術後化学療法実施の有無、手術に使用したロボット機種、
　病理学的所見：尿管断端迅速病理診断結果
　術中所見：尿管血流確認の有無、尿道切除の有無、リンパ節郭清実施の有無、回腸導管造設の術式の種類

(ＥＣＵＤ、ＨＹＢＲＩＤ、ＩＣＵＤ)、コンソール時間（ロボット操作時間）、消化管再建所要時間、尿路変向所要時間、
出血量、輸血の有無、術中合併症の性状と重症度
　術後管理関連項目：飲水開始日、排ガス確認日、食事開始日、尿管Ｓ－Ｊカテーテル抜去日、総入院期間、ＥＲ
ＡＳ(Enhanced Recovery After Surgery)®プロトコル導入の有無、術後入院期間、
術後 90 日以内の合併症発生の有無、術後合併症の性状とその重症度。
再発転移の有無、再発転移日、最終生存確認日、転帰。

試料・情報の取り扱い：

本研究で取り扱う情報は各機関の研究責任者が匿名化した上で、代表機関に送付し、研究

、解析に使用します。当院の患者さんの情報も同様に匿名化を行い研究に使用します。匿

名化の方法は、個人を識別できる情報を削除し独自の符号を付す作業を行います。対応表



は各機関の研究責任者が研究室で施錠して保管します。

研究組織：
【研究代表者】
　所属：岐阜大学大学院医学系研究科　泌尿器科学分野　　職名：教授　　　氏名：古家　琢也
【研究事務局】
所属：岐阜大学大学院医学系研究科　泌尿器科学分野　　職名：准教授　　氏名：中根　慶太
【共同研究機関】
　　鳥取大学医学部器官制御外科学講座腎　泌尿器学分野　　　職名：教授　　　氏名：武中　篤
　　鳥取大学医学部器官制御外科学講座腎　泌尿器学分野　　　職名：講師　　　氏名：森實　修一
　　秋田大学大学院医学系研究科　腎泌尿器科学講座 職名：教授　　　氏名：羽渕　友則
　　秋田大学大学院医学系研究科　腎泌尿器科学講座 職名：医員　　　氏名：蘇武　竜太
　　藤田医科大学医学部　腎泌尿器外科学講座 職名：教授　　　氏名：白木　良一
　　藤田医科大学医学部　腎泌尿器外科学講座 職名：講師　　　氏名：全並　賢二
　　札幌医科大学医学部　泌尿器科学講座 職名：教授　　　氏名：舛森　直哉
　　札幌医科大学医学部　泌尿器科学講座 職名：准教授　　氏名：田中　俊明
愛媛大学大学院医学系研究科器官・形態領域　泌尿器科学　職名：教授　　　氏名：雑賀　隆史
愛媛大学大学院医学系研究科器官・形態領域　泌尿器科学　職名：講師　　　氏名：三浦　徳宣
香川大学医学部　泌尿器科 職名：教授　　　氏名：杉元　幹史
香川大学医学部　泌尿器科 職名：講師　　　氏名：田岡利宜也
横浜南共済病院　泌尿器科 職名：診療部長　氏名：池田伊知郎
横浜南共済病院　泌尿器科 職名：医長　　　氏名：植村　公一
広島市民病院　泌尿器科 職名：主任部長　氏名：江原　伸
筑波大学医学医療系腎泌尿器外科 職名：教授　　　氏名：西山　博之
筑波大学医学医療系腎泌尿器外科 職名：講師　　　氏名：星　昭夫 
横浜市立大学医学部　泌尿器科 職名：教授　　　氏名：槙山　和秀
横浜市立大学医学部　泌尿器科 職名：助教　　　氏名：村岡研太郎

研究への参加辞退をご希望の場合

本研究に関して新たに患者さんに行っていただくことはありませんし、費用もかかりません。本研

究の内容や研究結果等について質問等がありましたら、以下の連絡先まで問い合わせください。

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて了承いただけない場合には研究対象とし

ませんので、以下の連絡先まで申し出ください。なお、本研究は、代表機関である岐阜大学大学院

医学系研究科医学研究等倫理審査委員会において一括審査、承認され、研究科長・病院長の許

可を得ております。各共同研究機関においても研究機関の長の許可を得ております。また、この研

究への参加をお断りになった場合にも、将来にわたって当科における診療・治療において不利益を

被ることはありませんので、ご安心ください。

研究から生じる知的財産権の帰属と利益相反

 研究者及び共同研究機関に帰属し、研究対象者には生じません。研究の結果の解釈および結果
の解釈に影響を及ぼすような「起こりえる利益相反」は存在しません。

連絡先

横浜市立大学医学部 泌尿器科 

 電話番号 045－787－2800（代表） 

氏名：村岡 研太郎



研究責任者

　横浜市立大学医学部 泌尿器科 

 　氏名：槙山 和秀 

研究代表者

　岐阜大学大学院医学系研究科　泌尿器科学分野
　氏名：古家　琢也

【苦情窓口】

 横浜市立大学附属病院 患者サポートセンター②窓口 
〒236-0004 横浜市金沢区福浦 3-9 
TEL：045（787）2800（平日 9:00～17:00）




